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2023 年 7 月 1 日～2024 年 6 月 30 日 第 5 期 事業報告書 

 

団体名 一般社団法人ヘルスサポーターズイノベーション 

ビジョン 誰もが健やかで心豊かに暮らせる社会を実現する 

ミッション すべての人に最適なヘルスサポートを、迅速かつ継続的に提供できる環境を

つくる 

 

 

 

1.主なトピック 

 

① 三菱財団 第 54 回（2023 年度）社会福祉事業助成に採択されました 

当団体が取り組む 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

多職種連携で多様な悩みをカバーする「ポケット保健室」 

ー若者向けプレコンセプションケアプラットフォーム開発ー 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

という事業が三菱財団 第 54 回（2023 年度）社会福祉事業助成に採択されました。 

これまで働く大人をメインターゲットに運用してきた『CHILWEL』の対象を、学生など若い世代の皆

さんにも広げ、“健康”や“性”の疑問を持ったときにサポートが受けられるプレコンセプションケア『ポ

ケット保健室』へとブラッシュアップし、これまで以上に多くの人に、使いたい！使ってよかった！と

思われるサービスの実現を目指して事業に取り組みました。本助成金には全国から 155 件の申請があ

り、そのうち 33 件が採択されたとのことで、採択率は 21％でした。 

 

 

② ポケット保健室の開発に先立ち若者の声を聴くワークショップを開催しました 

使いたい！使ってよかった！と思われるサービスの実現のために、開発に先立ち学生の皆さんやテーマ

に関心を持つ大人が”今”と”未来”について自由に意見交換するシミュレーション型のワークショップを

3 回開催しました。和やかな雰囲気の中で、お互いの発言の中から新たな気付きを得る体験を通して、

若者がこのような機会を得ることの大切さを実感しました。 
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③ Instagram【食物アレルギー 妊娠期・乳児期によくある間違い】を開設 

アレルギーの予防や、アレルギーを持つ子どもを育てる保護者の不安を軽減する取り組みの一環として

【アレルギーを持つ子どもと保護者を支援する会・ふ～やくらぶ】の学術的なサポートを受けて、エビ

デンスに基づいた最新の情報を分かりやすく伝える Instagram を開設しました。 

https://www.instagram.com/baby_foodallergy/ 

 

また、Instagram を一人でも多くの妊婦、乳幼児の保護者、そして子育て支援に携わる方々等に知って

いただけるよう、案内カードを作成し佐賀県内の市町、小児科、産婦人科等へ配架・配布のお願いを行

いました。 

【案内カード】 

  
 

 

 

④ 医師らと連携し【みんなで学ぶ子どものアレルギー】事業を実施 

地域いきいきさがふれあい基金の助成を受け、専門医等の協力を得て小児アレルギー疾患とその対処法

に関するオンラインセミナーを開催しました。 

オンラインセミナー 計 9 回 

１）みんなで学ぶ子どものアレルギー 

【12/17（食物）、1/28（アトピー）、2/4（スキンケア）、2/25（ぜん息）、3/24(基本）】 
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２）こどもの食事と食物アレルギー 

【12/15（たまご）、1/15（牛乳）、2/16（小麦）、3/15（離乳食）】 

 

■参加者数  総数 452 名 

 

12/17 食物 66 名         

1/28  アトピー 73 名 

2/4    スキンケア 67 名      

2/25  ぜん息 38 名 

3/27 基本 69 名   合計 313 名 

 

12/15 たまご 9 名        

1/15 牛乳 28 名 

2/16 小麦 19 名         

3/15 離乳食 83 名 

合計 139 

 

 

⑤ ポケット保健室をリリース 

若者やモニターの声を反映させ、より使いやすく、身近な存在として“毎日の健康をともにデザインす

る”ポケット保健室をリリースしました。 

 

【新ロゴ】 
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2.まとめ 

様々な場面で、非常に多くの個人、団体の方々にご支援、ご協力をいただいた 1 年間でした。第 5

期で集めたユーザーの声をもとに、第 6 期ではさらに大幅にポケット保健室をリニューアルし、ロ

グイン不要、会員制を廃止する方向に舵を切ることが決まりました。引き続き、多くの皆様と連携

しながら、団体のビジョンの実現のために着実にミッションを実行してまいります。 


